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果
、
國
家
財
政
上̂
f
;
£
^
«
 ̂

し
て
損
失
6

る
地
方
に
も
布
設
す
る
爲
め
、
自
が
ら
經 

费

の

增

加

を

來

た

せ

，
し

以

外

に

、

澳

國

の

.
國

有

鐵

道

は
 

之
れ
.を
.普
魯
西
方
*

ポ
_

す

れ

ば

其

，
の
»

設
'«
に

於

て 

遙
か
に
多
额
に
失
せ
ぅ
、
之
れ
，

一

は
填
國
の
也
#

が
、 

普
魯
西
の
そ
れ
に
比
し
て
幾
多
建
設_上
> 

エ
费
を
大 

な
ら
^

む

る

に

よ

る
'^
、.
又

た

澳

國

ー

に

於

け

る

^

#
 

從
事
員
の
無|

貝
任
な
る
に
歸
せ'^
る
可
か
ら
ず
、
；f

0
 

D

pit
e
n
o
c
h
i
n
d
e
r
e
i

の
如
き
其
一
端
を
示
す
も
の
な
吹 

と
す
"

之
れ
を
要
す
る
に
塊
國0 .
::國
有
鐵
道
に
し
て
出 

來
丈
け
收
支
相
償
は
し
む
る
爲
め
に
は
先
づ
第

I

に 

人
員
.の
.掏
汰
を
必
要
ど
すフ
ク

ン
テ
ル」

の

調

资

に

よ
 

れ

瓜

之

，れ

に

よ

'
つ

て

年

々

八
，千

萬

、r-

ク

ロ
，
：1

ネ
"
'-
&

$

約
し
得
可
I

ど
其
他
從
來
よ
A

•.
も
貨
金
率
を
堪
加
せ
し- 

む

る

こ̂'
.
も

一

の

方

法

れ

 

>

"其
他(

國
庫
收
X

ビ
し
て
：
 

換
國
政
府
0
有
す
る
國
有
地
.は
：其
面
«

ブ
百
十
萬
.、「：

へ：.：
. 

ク
タ
ー
‘

J

に
達
す
る
も
其
大
部
分
は
淼
林‘に
し
て
"
農 

地
、牧
場
"

菜
園
^
し
て
は
僅
か
に
八
千
ニ
百

「

へ
ク
タ 

l

§

f

t

而

む

て

國

有

林

及

其

他

の

國

有

地

ょ

.： 

ぅ
生
ず
る
純
收
入
は
僅
か
に
六
百
三
十
萬

「

ク
ロ
ー
ネ」 

に
過
ぎ
，ず
、
次
チ
に
國
家
の
所
有
す
る
鑛
山
も
塊
國
の 

財
政
上
、
何
等
•重

要

な

る

意

義

を

有

せ

ず

"

：

而

し

て

現
 

に

塊

國

が

有

す

る

鑛

山

ど

し

，
て

は

.「

ベ
ー
メ
ン」

の
北 

西
部
に
•あ

る「

.ブ
ル
ラ
ク
ス」

の
炭
山
、
同

じ

べ「

ベ
I
 

.メ
シ」

の

「

ブ
タ
ブ
ラ
ム 

>
の
.銀
山
5

又
，
1

^
 

‘

「

ラ
- 

デ
み
ム」

の
發
見
に
よ
り
て
著
し
き
意
義
を
有
す
る
に
0

女

し

「

ヨ
ア
ヒ
ム
ス
タ

I
ル
し(

つ
ベ
1
メ
ン
し)

及「

ィ
ス

>
.タ
.ァ」

.の

「

ィ
ド
' リ
ァ」

永
銀
坑
等

i
s
,
f、
而
し 

ズ
®
等

の

諸

鑛

山

よ

、

生

す

る

收A
は

約

五S
A
3
-
H
C

 

「

ク
ロ
|
ネ
:̂
;

過̂
$

、
：
次
ぎ
ー
に
：
^
ガ
ジ
：チ-ア」

W
他
傳 

の
、方

面

：に.於
け

る

製

鹽

事

槳

は

戰

爭

前"
' 約
三

千11

干

「

ク
U

1

ネJ
-

の

金

を

^

ら̂
せ
'し
も
',。
'■然

か
.も
へ
.. 

今

囘

の

：戰

役

は

不

，幸

、

填

國

に

向

つ

、
て

此

方

面

よ

り

多
 

v

を
得
る
'こ
ど
能
は
ざ
.

し̂
な
る
可
し
、
M

だ
，同

國

の 

財

政̂

最

も

有

力

な

：
る

財

源

^

な
^

0
も
-0
は
煙
草
寧 

買
事
業
に
し
て
、
之
れ
に
よ
り
て
生
ず
る
收A
は 
一-
S 

五
千
五
百
五
十
萬
.「

ク
、

5L

丨
ネJ

之
れ
が
剩
餘
金
ニ
德 

三
千
八
百
九
十
萬「

ク
ロ
ー
ネ」

に

達

せ

尙

ほ

他

：
 

に
.政
府
の
經
營
せ
る
事
業
は
未
だ
國
庫
に
向
つ
：て
充
分
：
 

な
^
:
.助
カ
を
典
：ふ
各
の
地
位
に
達
せ
ず
、
即
ち
造
幣
局 

_

刷
局
0
.純
收
入
.百
五
屮
萬
v-
l
ク
V
V
‘丨
ネj

郵
便
及
霉
. 

信
事
業
よ
'!
)
生
，#

^
收
x
l
;
i
«
!

11

千11!

百

千

萬p

ク

.
ロ 

l

.

^

J其

侧

餘

金

：
四

千

七

百

.五
十
萬
：

「

ク
.
.ロ
：
丨

ネ

」

等
 

に
.過
ぎ
ず
-0
I..
へ：
‘
：::
；
:
:
'
; 

.

.

.

. 

}

.

'
V
J
l
r:,
.
.
.
... 

■'
:

,
.

.

M

§

§

^

 

の
經
驗
を
無
觸
も
て
：千
八
百 

九
^
八
年
來
で
普
響
の
制
に
傚
ふ
て
い
渐
所
凝
税
法 

を
.施

好

せ

；し

こ

年

は

、
：

1ニ
«
の

:s
に
於
て
大
な
る
失
敗 

を
塊
國
の
財
政
上
に
印
す
る
に
至
れ
^
^
即

ち

一

而
に

馆

十

怨
S
!
1
K

)

雑
、

錄
最
近
に
於
け

a
塊
國
、の
財
政

第
四
城
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•
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肩
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^
.
J
^
.
:

の
：
が

、

中

九
.

fol:^年
；： 2

^

千

七

十̂
 

「

>
;
»
, 

J
 
ネ
し
 
i
 

な
：.cv 

て
.其

間、

y 

ト.1

の

於

マ
i

f

し

て•新
^

^

S

納

忖
‘を

：錄

易

な
t

 

む

る

爲

め

；
齊

赛

の

收

祿

栊

を

；輕

減

せ

V

こ

と

，
、

他

面
 

量

が

：麗

ほ

見

，
る

が

？

行

政

.
上

傷

分

な

る

能

力

を
有
せ
ず
じ
て
.徒
ら
R

隣
國
の
：制
度
を
採
用
せ
し
こi
 

な
り
i

す
、
即
ち
前
者
.の

結

果

は

之

，
れ

を

地

租

に

就

き
 

t

M
る
H

m
に
一
部
の
農
玛
階
級
を
慷
ば
じ
む
る
に
徽.
 

ぎ
す
し
て
*

政
府
其
者
め
收
失
狀
煺
は
.千
八
百
九
十
八 

年
に
五
千
丄
ハ1.

1
!

十

离「

ク
ゃ
I

ネ
T
to
:も
の
が
、
午 

九

西

屮

年

，
に

は

^

千
1
、ー
百
九
十
离
-1
'

ク
'ロ
|

ネ」

と
な 

ち
、.
其
.間
約
.五
.「

ハ
-
1
-セ
ン
U
r 
U

九
0

減
少
-

な̂
り
;>j 

千
九
西
+

四

年

度

代

麗

：に
減
じ.て
$

千
：1:ー
百
萬
ッ
フ'
. 

ロ
.丨
ネJ

ぜ

，な

れ

^
-
、

舍

、
.
此

輕

減

敏

を

舊

時

の
 

狀

態

に

復

舊

す

る

に

..於

て

は

年

々

の

：
此

方

爾

^

$
の
，
增 

動
^

w

M

I

と

な
‘る
"

#
り

：
に

此‘
 \

#

加

金

な

：せ
.し
^
過
^

;^
;:
:
'
:
>
■
而

じ

卞

此

課

^

^

^

^

る 

輕

簾

^

^

-

-

「

ギ
1

七
.

X
；

ト
し
'3
I
i
t藝

す

る

に

ょ
-

て̂
百
：'3
£

十
ー
一M

'

「

ク
ロ
1

>

J 

.
を
得
可
ズ
、
十
四 

等
^

り
九
等
迄
を
增
率
す
る
に
域
て
は
一
一
百
與

「

ク■ 
ロ 

i

ネJ

以
If
c

を
.國
庫
に
肢
得
す
る
を#
可
し
.、
而
し
：て 

•

上
.ゾ
兩
鍾
0

課
税
自
ヒ
異
な
>

て
、
輕

撒

廢

の

獲

な

益

家

賃

に

攀

急

馨

に

し
'
 

旣

は

籠

疏
は
寒
し
1

藥

.に

.し
て
> 
燠
.風
に
.'於
け
る
.地
®

*

 

都
®

^

1
て
ほ
^

E
の
：*

#

 X
®

霄
の
十
五
'「

V

I
 

セ
.：

ド
ト
し
を
.維

書

及

消

却
®

ミ
し
て
除
き
たi

M

 

,
0
H、十c

r
x

l

セ
シ
V」

三
分
ノ
：

I
t

勝
他
め
.、地
*

^

增
加
額
を

.千
离
ぃ「

ク
，.ロ
'
.
f
-
ネJ

ぇ
'な
す
時
は

"
農
業

* 

他
の
方

.而
©
收
入
增
加
に
比
例
し

1,
.碓
沪

1

當

な
$

1
の
な
り

i
すt 

•次
ぎ
k
象

a
震

線

は

®
力

性

を

有 

發

，ざ
.る
-
_
耽 

t し
で
,

あ

て

は1
1
、

十
「

.ハ
1
'

セ
.：

ン
f

し(

it
i

n
チ
；
ロ
ル
し
方
而K
.

て
'は
士
辱
.

「
パー

セ
ン
W

し)

に
し
，て 

' 

.
除
外
せ
&
-る
、 

そ
れ
が
：'三

十
.
0パ
j

4
ン
.
.トj

な
り
と
•す
？
加
ふ

i

i

E

K

i

i

達

し

例

者「

ブ
‘
-
,フ
|

‘；
グ
.

1

,
の

„

■

1

洳
き
は
*

额
、•
.家
賃
の
四
^

五「

：
、ノ

バ

，

ン

'
:1
し
三
に
上 

れ
り
、
.斯
く
の
洳
き
淑
漉
は
,
燠
阈
大
都
市
ね
於
け
る 

家
賃
々
る
も
の
を
し
て
著
し
く
上
騰
せ
し
む
る
に
至
れ 

气

：

若
"

此
の
場
合
に
於
て
、
翁

來
> 
此
課
嫩
に
對
す
.

る
顧
減
举
陳
5

「

パ
ー
セ
ン
ト
ム
こ|分
^

ー
を
«
廢
せ 

ん
が
ハ
さ
ら
.ぬ
だ
に
課
稅
の
負
擔
に
苦
し
セ
家
主
は
淇 

負
擔
の
多
く
を
借
家
人
に
課
オ
る
に'至

る

可

し

"

斯

ベ 

の
洳
き
は
社
會
政
策
上:0
意
_

に
基
づ
，く
'住
届
問
遛
上 

決
む
て
&

,»
な
る
結
果
を
與
ふ
.る
も
：の
S

云
ふ
を
得
^

而
し
て
今
日
此
.課
税
ょ
り
生
す
.る
額
ば
：一
億
$

百
；萬 

「

ク

ネ

し

妃
:0
で
千
八
丙
九
十
八
年
の
五
千:/
1
.百
萬 

「

ク
.
.
p 

Iネ」

に
比
す
れ
ば
、
約11

倍
の
‘增
加
と
な
$
、

之
れ
を
財
政
上
ょ’ら

見

る

も

旣
.に
：其
頂
點
：に
達
せ
る.

も

の

な

り

と

す
:"
次

ぎ

に

十

般

營

業

橄

に

對

す

る

輕

減
 

率

ニ

十.玉

「

X
I
:セ
ン
ト
し
の
廢
止
•は
之
れ
を
實
行
す 

る
を
#

可
し
、
部
謙
>
:澳

國

に

於

は

：る
：
營

業

者

の

.
中

に 

は

此

課

税K
對

ず
 ̂
0

0

少

か.ら

ガ

石

も

r

然

が

も

是
 

等

の

非

難.が必中-
?名當らざ名興收入の

.
婼
十
卷
t (

五
二
七)

雜
錄
锒
近
に
於
け
る
塊
國
の
財
政

增
伽
額
^

於
ズ
之
れ
を
見
石
を
得
可
し
、
_.即
ち
千
八
对 

九
十
八
年
に
ニ
千
九
西
七
十
五
萬

「
ク
V
丨
ネ
し：

に
*
 

I

 

&也
も
0

が
，'
^
九
茛
十
四
年
度
に_は
殆
ん
ど
1
1
1 

千
七
百
萬
."

「

ク
ロ 

t
ネ
し
似
上
に
達
せh
y 
y

而
し
て
精 

j

細
な
る
計
算
を
欠
く
もr
同

課

稅

に

對

す

る

輕

減

率

一

，'一 

十
五
.「

パ
.
1
セ
ン
•
トJ

を
廢
止
す
る
に
ょ
り
て
ノ
少
く 

ビ
毛
八
百
海
.；--
!V

 

U
.
.
I
ネ」

，：を
齋
&

す

を

，
得

可

し

、

次 

ぎ

に

第

一

1.

樋
營
業
稅
郞
ち
特
別
營
業
桃
の
收
入
は
千
八 

B

九

十

八

年

に

四

千

九

十

萬

「

ク

.
ロ
 

！
ネ
し
へ
に
過
ぎ
ざ 

6

し
も
の
が
ャ
千
九
莨
十
三
郃
に
は
七
千
ニ
西
馮
.

「

タ 

| 

ロ 

|
ネ
4 ,
以
上
^

な
り
>
:31
に
^

九
百
十
四
' #
度
.に
は 

一
七
千
八
百
六
十
萬.「

ク
：.ロ
 

d

^
L'
-
;と
な
れ
：り
、
然
か
も 

此
課
桃
ね
る
®

る
高
率
に
'し
て
f
.
:

「

パ
ー
セ
ン
トJ

に 

達
し
，
之
れ
以
上
に
搢
率
す
る
こ
ど
は
國
民
經
傭
政
策 

上
寧
ろ
害
あ
る
も
、
' 其
益
を
見
出
す
こ̂

能
は
ざ
る
も 

の
な
b

x
す
，
簠
ノ
此
課
税
が
千
八
百'*
屮
八
年
の
桃 

制
改
革
あ
&
し
に
不
狗
ひ
尙
ほ
高
率
を
維
持
す
る
所
以 

’
は
生
免
じ
て
同
國
亡
於
て
勢
为
あ
る
中
產
階
級
保
欐
必

笫

镊

.

ニ

-H
.
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四
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四

動
機
e
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づ
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も
の
な
り
€

す

、
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，
次

ぎ
^
同
國
，

£ 

K
y 

•て

,0
財
政
上
の
難
關
は
千
八
百
九
十
八
年
普
魯
西
に
傚 

ふ
孓
實
行
せ
し
_

桃

忙
.1
;
て
4

此
課
税
ょ
4

免
除
せ 

ら
る
、
者
の
所
得
额
は
其
初
期|3
於
て
仫
3:
:
1百

「

.ク 

.ロ 

I
ネ」

‘
以
下
な
$

し
が
千
九
百
十
四
年
ょ6
は
千4

ハ 

莨

「

.ク
W

I
ネ
h

以
下
i

な
b

、
同
時
に
.年

收】 

'萬r

ク 

ロ
ー
ネ
し
以
上
の
者
に
對
しVC
は

之

れ

が

，
課

稅

の

增

率
 

を

針
^

^
斯

く
‘て

は

三

十

萬
‘

「

ク
>

1
ネ」
、
の

所

得

額
 

を

有

す

る

も

の

は

六

「

パ
ー
セ
ン
ト」

是
れ
ょ

b
漸

次 

• «
加

し

て

六

：、

「

パ
I

f
シ

1」

：
七

に

達:0
7

尙

ほ

家

族
 

少

漱

に

し

て

其

負

檐

额

の

少
き
も
め

は
"51
:
十̂「

パ
1 

セ
ン
ト」

乃
至
十

®「

パ

-r
l
セ
ン
ト」

，
の

追

加

を

な

す
 

こ
ど

\
な
せ
り
ノ
而
し
て
以
上
.の
如
令
规
定
の
存
す
る 

に
不
,
、
：
同

國

稅

璐

上--
0
技

能

が

獨

遞

に

及

ぼ

ざ

.る
こ 

i 
>

納
稅
上
に
淤
け
る
_
務
的
觀
今

5

の
歷
史
爾
に
漕

-L 

:■
'
(次
泛
せ
る.

こ
ど
H

r

興

成

績

.七

於

，て
«

逸

に

及

ば

ざ 

^
の
«
必
:!
)

、
:1
:
各

次
:0
.所
#
姻

來

對

才:^
嚴
密
な
る 

^
•赍
が
^
介

渐

澗

紙

上

、
咬̂

.«
自

佘

.?
)
方

：如
に
於
て 物

議

の

種i
な

名
e
共

に
^

勢

カ

ゎ

る.狀

議
'±
が

此

侧. 

査

會

を

.利

用

し

て

自

这

の

撰

擧

虜

に

媚

べ

る

こ

ふ

少

か
 

A

ず
、
斯
く
の
'*
く
弊
寒
め
存
す
る̂

不
狗
、.
此
ll
m
 

ょ
ち
は
常
に
增
收.の

結

果

を

注

せ

り

"

即

ち

千

八

百

九
 

十
八
年
に
三
淨
?(
自
/\
十
萬
'句
クP

丨
ネ」

R

過
ぎ
ぎ 

:-
?
):1
,
も
0

が
、
千
.九
百
千
年
1に
.は
八
千
五
15
五
十
萬「

ク 

ロ
。I
ネJ

:
:
w
^
^
,

其
間
約
百
三
十
八「

X

I
セ
シ
ト」 

九
の
增
加
を
示
し
"
，：
千

九

百

十

！

L

年
度
は
多
少
、，：此
方 

面
の
規
定
杧
改
訂
を
加
え
し
結
梁̂
し
て
.
.

〗

僞
S

千
脔 

「

、ク
：
..ロ.l
^

J

R達
す
名
.
p

.:
^
:>

な
れ
力
、
苦
、
夫
れ
此 

裸
税
'.
i
t附
隨
す
る(

以
il
l
の
免
き
弊
害
を
^

ぐ
と
共
に
^
 

ほ
少
額
の
所
得
潘(

千

三

百

五
. +
ィ「

ク
&

1
ネ」

；迄

芘 

谦
稅
す
る
を
得
ん
か
、
此
^
面
ょ
々
の
收
入
增
加
額
は 

從
來
の
收
：入
額
の
約
五
十
；
^

丨
セ
ン
ト
h

即
ち
七
千 

萬
.：

〔

^

タ
ー
ネ
し
以
上
に
键
オ
可
し
、
.
彼
の
ふ
ザ
ク
セ 

ンJ..

が

澳

國

人

口

の

約

六

分

ク

：： 1:

に

過
.ぎ

.^
し

孔

七

千
 

厲

「

タ
ロ
-
1

•
ネ」
.
,0
所
得
鞭
を
有
す
る
を
拋.へ，
ば
塊
國 

か
^

方
面
'
"
^
.
カ
：1
.
|
®

「
，ク
 ̂

ネ
し
.
を
：

if?

中
る
こ
-y

は

泌
中
:1
.̂
雛
«

ボ

ぁ
!^
ざ
；
可
:'
1
,
1、
.
之

れ

を

要

す

る

'
R 

矛

汍

百

十

四
;#
度
^

龙

财̂

同

國
0

直
*

«
殆

ん

,

四 

億

芄

千

萬

，
か

ク

.
ロ

 

J
ネJ

に
し
て
ャ
之
れ
に
增
收
額
.

】 

億
ニ
千
^
:「

ク
デ
？

ス」

を
加
.：-1

ぶ

時

は

"

此

方

面

ょ
 

り
の
收
入
は
約
五
億
七
千
莴'
:

「

ク
.
,丨

ネ」

に
.
逄

せ

し
 

む
る
を
得
可
し
',
0
.
.
.
.
. 

. 
-

塊
國
に
於
け
る
間
接
税.の
虫
な
.な
も
の
は
2

)

消
費 

稅
.

(

火
酒
"

麥
滴
、

«
萄
酒
、
：砂
糖
等：

)
(

ニ)

專
賣
.

(

食 

鹽
、
煙
草 
>

(

l

,e
關
i

o

i

:«
、
手
數
料
f

 

す
，
先
^

第.1:

の
消
廣
桃
は
十
九
世
紀
の
壤
國
に
ぁh
.

て
林
最
も
有
力
な
る
財
源̂

^

4
ん

も

の

に

し

：
て
ゃ
：
從 

.つ
て
此
方
面
の
税
務
組«
な
る
も
の
.に
は
m
,る
可
き
も 

の
少
か
ら
中
、
只
だ
課
税
額
が
以
前
は
^
減
少
せ
し
は 

泚
嗔
目
中
に
あ
る 
一
II
0

m

m

M其
後
，專
賣
事
業
.に
變 

更
せ
ら
れ
，し
に
:̂
る
.も
の
な
4

^
す
9

今
、
：
此
課
稅
淨 

に
あ
名
.各
穂
;0
歡
-@
に
就
き
._て
考
察
^

る
忆
0

_
.
火 

«

稅
：は
::
¥

九
百
屮
四
年
-0
增
稅
計
截
妃
ょ
；&.て
：1
h

へ

辦

十

继(

SL
二
九)

雜
錄
最
近
に
於
け
る
植
國
の
財
政

次
ト
タ
々
ー/
ル
-し
九
十
'「

'へ，
ラ
-
1」

，の

も

^

は

 

一
：
；
a
ク
：
ド 

1

ネ」

六
十
に
.
.

r

.

.
,

「

グ
.
.
P
.
ト
ネ」
十
の
む
®
は
二’
.ヵ
グ 

、.T
r

1

1」

六
十
ビ
な
れ
^^ %

.

.
而

し.て

此

方

面

ょ

办
.0 -
胸
 

..入
額
は
_

九

百

十

！
.
1
:
1
年

に

獨

逸

帝

國

の

，
一

億

九

千

五

再
 

|

萬

.

「

ク

ネ

^
,
; 

K對
し
て
九
千
八
百
八
十̂

'；

r

ダ:

ロ 

|

ネ
ネ」

，-を
齎
ら
じ
千
九
百
十
四'#
度
に
は 

一
■

一
二
千
四> 
\

百

七

十

尊

名
.
¥
1沐
.

」

に
達
す
る
豫
定
な
り
し
於
，
國
：
 

內
R

於
け
4

消
費
額
0

減

少

深

；
？

，デ

.ァ」

の
戦
場
e

化
；
 

せ
''
'
6过
1

及
®

納
行
爲
等
に
は
f

t
、
其
額
が
減
少
せ 

じ

ご

じ

は

事

實

な

次

ぎ

に

麥

酒

，桃
は*
近
殆
沿
ど
、
 

.
增
加
を
見
.ず

而

む

：
て
，
中

九

百

十

四

年

.に
は
/\
:

千
ニ
百
六
‘ 

十
萬「

ク
.
，
p 

Jネ」

を
辧
v£
f

セ

ビ
V

な
り
d

葡
萄
酒
桃 

j

は
同
年
度
忙於

て
千

.111百
； 1::1十

寓
：.「

ク

ロ 

I
ネ5

'

 

€
な 

.
れ
る
.が
，、
.高
價
0
品
種
は
同
國
產
0

も
の
な
.や

、
.
麟

で 

輸

入

品

な

：
る

を

以

rs
y
其
課
税
額
は
關
稅
の
部
；

12算
®

 

せ
り
，
砂
糖
‘稅
.は

高

率

に

：し

て

，

w
s
m
l

l
#

八
。「■

ク 

y

1ネ
：； j
r

其
税
額
は
牛
九
¥

四
年
度
の
豫
算
杞
て
は 

二
億
六
'千
四
百
萬「

ク
ロ
ー
ネ
し
、(

獨
逸
の
同
年
皮
^

第
四
號
'v 

i

s

.



' .'V'..

!
> I

4
:

ミ

‘1

:1
■ I

I

I

%
j

1

i
使

1
I
i

1

i

i s
r l
1

: :l|!
I I

婼

十

餘(

芄
；ニ0,)-

:雜

■
錄
‘
最
近
に
於
け
^
塊
國
の
財
政

於
け
务
額
は
片
億
笼
千
七
西
治
光
萬
麻
で
に
達
せKVパ 

斯
く
の
如
名
高
痛
な
る.、̂V

は
.
^
政

府

其

者

の

立

脚

地

. 

-ょ
り
す
れ
ば
好
都
合
な
る̂

>
、
之

れ

を

：
|
般
人
民
ー
の
放 

脚

地

ょ

办

す

れ

ば

其

桃

_

を

.«
減

せ

る.
®逸

の

方

を

優
- 

れ-CS W

稱

せ

ざ

る

を
^

^
 
：:次

ぎ

：
^

税

は

千

九

百

十
 

四
年
度
に
於
て
宁
九
西
五
十
莴

「
タ
ロ
：̂

ネ」

次
ぎ
は 

下
等
社
會
に
對
し
て
深
き
：關
係
を
有
せ
る
は"：
石
油
桃
；

に
し
て
同
年
度
に
«1

1
千
五
百
5:
十
：萬「
>
:ね
1

ネJ

之 

£

 
S

の

堦

加

ば

到

底

不

可

能

な

匕

：
只

だ

：
其

課

税
 

の
補
充
ど
し
て
、
茏
斯
及
電
カ
に
雜
税
す
る
こ
ど
.
«
疋 

當
な
す
，現に、

.獨
逸
は
此
方
面
ょ
ゲ
年
亿
千
近.

W

八
十
萵
麻
を
#
、
澳
國
に
し
て
之
れ
を
實
行
す
る
に 

於
て
は
新
た
に
千
萬「

ク
ロ
ー
ネ」

の
財
源
を
獲
得
す 

る
を
.得
可
し
"

尙
ほ
獅
逸
は
燐
寸
稅
く
し
て
年
に
：約
ニ 

千

离

麻

の

；收

入

を

有

す

る

も

：
、

1

燠
國
は
未
だ
此
課
稅
を 

有
せ
す
、.；
蓋
"

鱗
寸
專
賣
事
業
^
る
も
の
は
财
政
上 

殊

.^
妍
究
を
«

す
る
大
词
題
;^
!^
ビ
す
、.
.次
^-
.̂
關
税 

c.
i

'-
b

て
从
:^
-^
西

,+
四
年
度
'の
1

1
;̂
.は，一

億
九
.千
七

讓
I

|

|
1

|

I

I
1

第
四
铖

.

1
1

六

パ
'

f
H七
*

蘇..£:タ
：；：；

丨

ネ」

を

算

入.せ
令
、
：最
後
£
.
問
镑 

税
の
_

ゴ
«

別
姆
«
す
る
印
紙
税
、：：
.手
'數
料
.に
就
き
で
.
. 

見
る
に
讀
以
土
0

#
@-
^

屬
す
る
も
の
：は
、
：：通
牦
桃
を.. 

除
き
^
千
九
亩
^

四
年
度
に
；は
1

」

億
！1
|
:千
三
茛
四
iT
l-
- 

「

ク
，ロ
：.f
ネ
2

%
針
上
#

ヵ
ャ
4

、.
#
稅
目
に
就
き
て
.見 

る

紙

稅

は

，千
九.百
^
四
年
度
に
は
六
千
六
百
四
十 

萬
_

「

タ
；ロ.丨
ネ」

以
內
斤
骨
牌
税
は
七
十
四
萬̂

巧口
：： 

I

ネ」
(

置

«
.
|
,首

九

十

莴「

ク
ロ 

I
ネJ

)

次
ぎ
^

ブ 

種
の
收
入
物
格
と
し
て「

タ
ッ
ク
ス」

C

3

の
槪
念 

は
確
定
せ
#

少
：只
だ
其
內
容
は
實
際
上
ょ.CV

來
4
公
の 

rj
:

p

ど
す
、
.'而
b

て
.之

れ

：
が

總

猶

は

千

九

百

十

、
四

年

度

. 

ね
於
て
九
西
四
十
萬.「

ク

ネ

J

 (

其
內
に
は
# .
許
， 

數

料

等

憲

音

一

ニ

十

萬

「

>
: ロ.
.，r
ネ」

わ
h
 
}
'
次

ぎ

け

ザ
 

般

に

，
.
手

數

料

ぢ

稱

せ

必

る

、
者

の

中

に

て

、

實

際

の

手
 

數
料
は
極
め
て
：之
れ
が
少
部
分
に
し
で
、
.
大
部
分
は
#
 

種
の
交
通
税
な
6

迄
すr

.

而
H

て
.其
中
、
' 多
額
の
收
^v
:
 ̂

を

生

す

る

丨

の

は

生

存

漭

の

資

產

雛

渡

に

_

す

る
申

員

。

'其

種

霞

與

;1
輿

織

：
:1
小
'ネ」

.
k

s'
.は

く

料

て

第
ニ
位
に
れ
る
も
の
は
死
者
の
資
產
讓
渡
即
ち
相
績
稅

. 

に
關
す
る
も
の
に
し
て
其
额
一
ニ
千

I I

-f
f
萬「

ク

V
丨

、オ
し 

溢

、裁
！
：

所

の

手

數

料

ー

百

十

萬

「

ク
ロ
丨
ネ」

等 

t

，
尙
ほ
以
上
擧
げ
し
印
紙
稅
、
竿
數
料
等
の
外
に 

通

行

猊

ど

し

て

は

千

九

西

十

四

年

度

に

ー

1

千

.八

百

萬
 

「

ク
ロ
ー
ネ」

な
り
、

又

，
從

來

の

手

數

料

以

外
<に
：增
額 

し
歡
可
き
も
の
：，に

は
大
學
に
於
け
；る

聽

講

«
の

:^
き

獨
 

逸

方

面

に

で

は

」

時

間

に

就

き

五

彥"
激

國

は
«
か
"
5 

一
一「

ク
ロ
ー
ネ_ 」

十
に
過
ぎ
す

、
' 是
等
は
多
少
將
來
に

各
種
稅
目 

.千
八
百
九
十.八
年
他
，入
額

於
て
之
れ
を
梢
加
し
得
る
も
の
な
り
ビ
す
。

S 

,

之
れ
を
喪
す
る
に
、
將
來
、
塊
國
の
財
政
上
に
於
け 

る
能
力
を
發
拇
せ
し
む
る
爲
め
に
は
、

1
面
"
冗
費
を 

節
約
し
て
三
億「

ク
ロ
ー
ネ」

の
剩
餘
金
を
得
^
€
共 

に
、，
他
面
、
收
入;0
增
加
を
計
ぅ
之
れ
に
ょ6
て
ニ
儻 

五

千

萬「

ク
、
尸rr,

ネ」

を

生

む

の.«
赠

な

か

ら

ざ

る

可
 

か
ら
#

、
而
し
て
换
國
の
財
政
が
今
日
尙
ほ
彈
カ
性U 

富
む
こ
ぞ
は
"
次
表
の
明
か
に
證
明
す
る
處
れ
う
。

各
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目
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.
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届
缂
級
税 

家
货
1-
對
す
る
課
桃
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般

營

業

被
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.特
殊

#
業
.税 

赞
木
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に
對
す
4
髁
桃 

所

得

税
 

給
料
に
對
す
る
鎺
税

笫

十

继

(

五
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)

^
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ク
ロ
ー
ネ」

五
.六
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3
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1
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1
O
J
1
H
H
2
1
0

龙
茧
*〇
七
九
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八

ニ
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四
五
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汍
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九
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八
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九
九
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澳
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I
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〇
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七
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七
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